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・・普通例会 ・会員卓話

・司 会
・斉 唱
・本日の出席
・本日の欠席

・メークアップ

・ビ ジ ター
・ゲ ス ト

・ニコニコＢＯＸ

奈良康弘会場監督
我等の生業

会員47名 出席35名 出席率82.98％（修正済）
今井 裕、片庭隆暁、菊地昭通、近藤峯世、佐藤和彦、佐藤元信、鈴木 勉、藤吉敏博

細川博司 ［４月長期欠席＝黒田康敬・千葉繁夫・松塚信雄］

坂口芳一、佐藤元信、志村孝幸、高山 稔、谷 温恵、山口哲雄（以上「人の波、旗の波」

４/９）

穴田俊昭（全快祝い）、佐藤元保（誕生祝い・神社本庁神職身分昇進）

●４月４日（月） 例会・理事会

●４月11日（月） 例会

●４月18日（月） 例会

●４月23・24日（土・日）ＰＥＴＳ・地区協議会

●４月25日（月） 夜間例会

●５月２日（月） 特別休日

●５月９日（月） 例会・理事会

●５月16日（月） 例会

●５月23日（月） 例会

●５月30日（月） 夜間例会

■ 【母子の健康月間】 ■ 【青少年奉仕月間】

今日のプログラム

前回(４月11日)の記録 ・普通例会 ・結婚祝い

■例会場／士別グランドホテル
■例会日／毎週月曜日 12:10～13:10
■事務所／士別グランドホテル TEL 0165-23-1234
■会 長／伊藤優市 ■副会長／加藤 博

■幹 事／近井孝義

2015-2016年度国際ロータリーのテーマ

2015-2016年度 国際ロータリー

会長 Ｋ.Ｒ.ラビンドラン

創立 １９６０・３・２４ ＲＩ第２５００地区

2500地区ホームページアドレス http://rid2500.jp/
士別ロータリークラブ http://www.douhoku.jp/sibeturc/



■会務報告 ・・・伊藤優市会長

●各学校の入学式も終わり、新学期が始まりま
した。希望に燃えた学校生活をおくって頂きた
く思っています。

また、春の交通安全運動が始まりました。４
月８日に人の波・旗の波での交通安全啓発運動
が開催されました。士別警察署長も代わり、今
度の署長は交通畑に長く携わっている方です。
私達も常日頃から交通安全に努めて参りたいと
思います。
●第118回士別神社例大祭の委員長に渡辺正一会
員が務めます。五穀豊穣、無病息災、地域の発
展を願いながら、お体に気を付けながらご奉納
をお願いいたします。
●ウルグアイ東方共和国のホセ・ムヒカ元大統
領の来日が話題になっています。地位に見合わ
ない、非常につつましやかな生活を送っている
ことから、世界で一番貧しい大統領と言われて
ます。言語録を掲載させて頂きましたので、個々
の考え方は違うと思いますが、考えさせられる
事も多く有る様に思います。

■幹事報告・・ 近井孝義幹事

1.４月６日水曜日新旧クラブ協議会を終了致し
ました。出席された委員長様お疲れ様でした。
2.４月８日金曜日交通事故ゼロを目指す日の人
の波旗の波による啓発に参加された皆さん、お
疲れ様でした。なお参加者は、メークアップと
させていただきます。
3.美深ロータリークラブ様より３月の会報が届
いております。回覧ファイルに入れておきます
のでご一読して下さい。
4.士別子供会育成連絡協議会会長名で第20回し

べつわんぱくフェスティバルの案内が届いてい

ます。５月22日日曜日10時からです

４月の結婚祝いは加藤 博会員、北村浩史会員、
佐藤元信会員、千葉道夫会員、本山忠之会員、
渡辺正一会員です。

４月の結婚祝い

ホセ・ムヒカ元大統領のスピーチ
貧乏なひととは、少ししかものを持っていない人で

はなく、無限の欲があり、いくらあっても満足しない

人のことだ。

発展は幸福を阻害するものであってはいけないので

す。発展は人類に幸福をもたらすものでなくてはなり

ません。愛情や人間関係、子どもを育てること、友達

を持つこと、そして必要最低限のものを持つこと。こ

れらをもたらすべきなのです。私たちは発展するため

に生まれてきているわけではありません。幸せになる

ためにこの地球にやってきたのです。

人生は短いし、すぐ目の前を過ぎてしまいます。命

よりも高価なものは存在しません。人は物を買う時は、

お金で買っていないのです。そのお金を貯めるための

人生の裂いた時間で買っているのですよ。もっと良い

世の中の目指すということは中古車を集め、乗客率を

倍にするということではありません。

人間はもっと良い暮らしを持つためにものが必要な

のですが、それを達成するために消費と仕事をどんど

ん増やさなければいけない計画的陳腐化や底を知らな

い消費主義社会にイエスと言ってはいけない。

若い人には恋する時間が必要。子どもが生まれれば、

子どもと過ごす時間が必要。働いてできることは、請

求書の金額を払うことだけ。職場と家の往復をするだ

けに時間を使っていると、いつの間にか老人になって

しまうよ。

お金があまりに好きな人たちには、政治の世界から

出て行ってもらう必要があるのです。彼らは政治の世

界では危険です。お金が大好きな人は、ビジネスや商

売のために身を捧げ、富を増やそうとするものです。

しかし政治とは、すべての人の幸福を求める闘いな

のです。


